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 第２学年で実施している職場体験。今年度も

多くの事業所様のご協力により、６／１６（火）

～１８（木）の３日間、実施することができま

した。２年生７０人が、それぞれの仕事で大変

有意義な経験をさせていただきました。お世話

になった事業所様には心よりお礼申しあげま

す。 

 最近よく使われる”インターン”は、自分が

就きたいと思う職業の仕事や、仕事に近い内容

の課題に取り組みます。しかし中学校で行う職

場体験は、この”インターン”とは別もので、

主に職業とはどのようなものであるかを実感

し、働くことの意義について考えることが実施

目的です。 

 右のような「職業の３要素」のうち、② 

と③は、どの事業所で体験しても、働いて 

おられる方のお姿から感じ取れたのではな 

いかと思います。 

 生徒たちにはどのような気持ちの変化が 

あったでしょうか。学んだことを今後の学 

校生活で生かしていくとともに、自分の進 

路について考える良い機会となっているこ 

とを大いに期待したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生活をするための収入を得
ることができる。 

② 社会のため、人のために役
立っている。 

③ 自分の個性を発揮したり、
生きがいを持てたりする。 

 

 

 

 

かたぎ古香園 

株式会社シゲタ 

社会福祉法人 信楽くるみ作業所 

信楽青年寮 

特別養護老人ホーム信楽荘 

ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ 

多羅尾温泉 ホテルレイクヴィラ 

伝統産業会館 

陶芸の森 

信楽高原鉄道株式会社 

ワークセンター紫香楽 

リゾートトラストゴルフ事業株式会社  

ザ・カントリークラブ 

たぬキッチン（株式会社ユイマルシェ） 

雲井保育園 

社会福祉法人おさなご会 明照保育園 

甲賀市立信楽こども園 

信楽子育て支援センター 

独立行政法人国立病院機構紫香楽病院 

オレンジシガカントリークラブ 

フレンドマート信楽店 

信楽中学生カンパニー 

滋賀県工業技術総合センター 

信楽窯業技術試験場 

森工務店 

進路学習の目的

順不同
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住友電工ウインテック株式会社 

株式会社 三彩 

山田牧場 

寺村書店 

セブンイレブン信楽長野店 

信楽陶器工業協同組合 

大塚オーミ陶業株式会社 

ＪＡゆうハートほそはらデイサービスセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １（火）始業式 給食あり  完下１５：３０ 

     １，２年課題テスト 

 ２（水）１，２年課題テスト 

 ３（木）生徒会役員選挙公示 

 ４（金）PTA厚生部会 19：30～ 

 ７（月）テスト前部活停止～１４（月） 完下１６：００ 

 ８（火）質問教室    一般１６：００ 完下１７：００ 

 ９（水）完下１５：３０ 

１０（木）たけのこ学級 完下１６：００ 

１１（金）完下１６：００ 

１４（月）第２回定期テスト 給食あり 完下１３：３０ 

１５（火）生徒会選挙立候補期間～１７日 

     完下１５：３０ 

１６（水）諸活動停止 完下１５：１５ 

２４（木）生徒会役員選挙告示 

     体育祭前部停～３０（水）※土日除く 

２５（金）３年生英語検定 諸活動停止 

     １，２年生完下１４：３５ 

     制服移行期間～１１／３ 

２９（火）全校除草作業 完下１６：３０ 

３０（水）体育祭予行 一般１４：３５ 完下１５：００ 

最初は少し緊張しました。わからないことだ
らけで、レジ打ちで何回も手が止まったりして
しまったけど、やっているうちにどんどん覚え
てスムーズにできるようになりました。それが
とてもうれしかったです。他にも品出しの工夫
や廃棄品が増えたりしないように物の場所やバ
ランスなど、コンビニにはいろいろな工夫があ
ってすごいと思いました。これからコンビニに
行くときは感謝しながら買い物をしたいです。 
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完全下校 

記載のない日は 

１７：００ 

 「お客様のために」ということで、良い
品を届けられるよう、不良品を出さないよ
うに集中して仕事をされていました。 
 安全第一で「指差呼称」を徹底的にやら
れていたことや、あいさつや礼儀を重んじ
ておられたことは、自分が将来どんな仕事
に就いても大切にしなければならないと思
いました。 
自分のことだけでなく、みんなのことを

助けられるように考えられていたことが印
象に残りました。 


